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熊本地域は半導体製品の日本全体の 1 割強を生産する地域である。生産技術のイノベーションは微細化、設計コスト低

減、マスクコストの削減を行いながら多品種少量生産と短工期（ＱＴＡＴ）に対応する必要がある。1999年より熊本大学

を中心に取り組んできた熊本地域結集型共同研究事業において、その道具立てについて多くの提案がなされてきた。その

目標は設計・プロセス加工・検査修正を一体化してＱＴＡＴに製品をマーケットに投入すること、新しいアイデアに果敢

に挑戦できる試作環境を構築すること、すなわちＱＴＡＴ生産拠点を目指している。これにより日本の製造技術を地方か

ら活性化し、その技術力で生産拠点のアジア各地との有効なパートナーシップを構築できる。 

（技術総合誌ＯＨＭ 2004.5） 




